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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】豚正常肺に対してラジオ波凝固療法（RFA）を施行し、RFA部のMR像と組織像との経時的な対比を行い、
壊死部をMRIが正確に描出するかを検討する。 
【方法】豚12匹を、３群（RFA施行直後屠殺群４匹、RFA施行１週後屠殺群４匹、RFA施行４及び８週後屠殺群４
匹）に分類した。CTガイド下で一匹につき片肺3箇所で計６箇所焼灼した。ラジオ波発生装置はRITA社を使用し、
穿刺針は3cm径の展開針を用いた。各々の群で経過中及び屠殺前にMRIを撮影、焼灼部の病理組織とMR像を対比
し検討した。また、組織上の壊死部とMR信号変化部の大きさを比較検討した。 
【結果】焼灼部はRFA直後ではT1強調像でほぼ均一な信号上昇を示した。T2強調像では２層構造を呈し、内部は
低信号で辺縁が高信号として描出された。造影T1強調像では辺縁が強く造影され、内部は造影効果の乏しい低
信号域として描出された。病理組織像ではMRIでの内側部に相当する領域は組織構築の大きな崩れはなく好酸性
のみが上昇、辺縁部は肺胞腔の液体貯留及び鬱血を認めた。１週間後ではMRの層構造は直後群とほぼ同様で、
T1強調像ではほぼ均一な高信号を認め、T2強調像及び造影T1強調像では内部が低信号を呈し辺縁が高信号を呈
した。組織上は内側部で典型的な凝固壊死を呈し、辺縁に相当する正常肺との間には炎症細胞浸潤や新生血管
を伴った肉芽組織を認め、Fibrovascular Rimの出現に相当していた。４週、８週と層構造は１週後群と同様で、
大きさは経時的に縮小し瘢痕化した。病理上の壊死部とMRI上の内側部の大きさには優位な相関を認めた。 
【結論】MRIは肺RFA後の組織変化を明瞭に描出し正確に壊死範囲を評価することができた。臨床的にはMRIで描
出される内側部を壊死範囲として評価することにより、肺腫瘍に対するRFA後の治療範囲評価に有用と考えられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
豚正常肺に対してラジオ波凝固療法（RFA）を施行し、RFA部のMR像と組織像との経時的な対比を行い、MR像
では焼灼部がどのような画像所見を示し、組織学的に何を反映しているのか、また、RFAによる壊死部が正確に
描出されるかを検討した報告である。 
対象は豚12匹を３群（RFA施行直後屠殺群４匹、RFA施行１週後屠殺群４匹、RFA施行４及び８週後屠殺群４匹）
に分類した。CTガイド下で一匹につき片肺３箇所で計６箇所焼灼した。RITA社のラジオ波発生装置を使用し、
穿刺針は３cm径の展開針を用いた。各々の群で経過中と屠殺前にMRIを施行、焼灼部のMR像と組織像を対比し検
討した。また、MR信号変化部と組織像での壊死部の大きさを比較検討した。 
その結果、焼灼部はRFA直後ではT1強調像で筋肉と比較して等信号を示し、T2強調像では２層構造をした:内
部は低信号で辺縁が高信号として描出された。造影T1強調像では辺縁が強く造影され、内部は造影効果が乏し
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かった。組織像ではMR像での２層構造の内部に相当する領域は組織構築の大きな崩れはなく好酸性のみが上昇、
辺縁部では肺胞腔の液体貯留及び欝血を認めた。１週間後のMR像では２層構造は直後群とほぼ同様であったが、
Tl強調像で内部は高信号を示した。T2強調像では内部が低信号を呈し、辺縁が高信号を示した。造影Tl強調像
では辺縁部のみが増強された。組織像では内部は凝固壊死を示し、辺縁は炎症細胞浸潤や新生血管を伴った肉
芽組織であった。４週、８週後群では層構造は１週後群と同様で、大きさは経時的に縮小し、組織像では瘢痕
化を示した。MR像での焼灼部内部のサイズと組織像での壊死のサイズに有意な相関を認めた。 
以上の結果から、MR像は肺RFA後の組織変化を反映し、壊死範囲の正確な評価が可能であることを示した。臨
床的にはMR像で描出される焼灼部の２層構造の内部を壊死範囲として評価することにより、肺腫瘍に対するRFA
後の治療効果範囲の判定が可能と考えられた。 
本研究は、今後、臨床における肺腫瘍に対するRFA治療効果の判定に貢献するものと考えられ、博士（医学）
の学位を授与されるに値すると判定された。 
